
Kagoshima City

林業経営に適さない森林を
稼げる森林にするために

令和7年1月29日
鹿児島市 生産流通課 林務水産係 伊東 一行
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Kagoshima City

内 容

１ 鹿児島市について
２ 取組の体制
３ 取組の流れ
４ 取組のポイント
①意向調査
②集積計画作成
③市森林経営管理事業による森林整備
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１鹿児島市について（森林の概況）

3

吉田地域

郡山地域

桜島地域

松元地域

国有林野

鹿児島地域

喜入地域

 総面積約54,700ha
森林面積30,423ha
(うち私有林人工林10,362ha)

 鹿児島地域を中心に6地域ある
 鹿児島地域は最も民有林が多いが
地籍調査が未実施である

 桜島地域の大半は天然のマツであ
る

 門割制度の名残で、一筆あたりの
森林面積は小さい

 令和５年度森林環境譲与税
約1億1,800万円
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１鹿児島市について（取組方針）

 地籍調査が完了している喜入、吉田、松元、郡山
地域で1年間に3林班以上ずつ意向調査を実施する。

 地籍調査未了の鹿児島地域は、調査方法等を検討
しながら意向調査等に取り組む。

 天然マツの多い桜島地域は本制度の対象としない。
 意向調査時に市への委託希望がある場合は、施業
ができる山林については、できるだけ集積計画を
作成し、面的な集積を図り、実施権の設定につな
げていく。
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２取組の体制（職員体制）
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生産流通課
 林務水産係 係長 1名

 係員 3名（林業技師2名）

 各支所林業担当
谷山農林課 農林係 1名
喜入農林事務所 1名
吉田農林事務所 1名
松元農林事務所 1名
郡山農林事務所 1名

地域林政アドバイザーについて
 令和3年４月～1名(林務水産係)
 令和5年４月～4名(喜入 吉田 松元 郡山)
 報酬等は森林環境譲与税を活用
 会計年度任用職員
 週4日勤務（8：30～16：45）
 主な業務内容
→林業全般

• 森林経営管理制度に関すること
• 伐採届出制度に関すること
• その他所属長の指示すること
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２取組の体制（連携状況）
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県地域振興局
市町村サポートセンター 県森林経営課

鹿児島市

地域林政アドバイザー

林業事業体

森林組合
県森林組合連合会

森林整備・巡視
業務委託

指導
助言

集積計画作成
検討会

意向調査・集積計画作成
・現地調査
業務委託



Kagoshima City

３ 取組の流れ（事前準備～意向調査）   
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1
年
目

意向調査対象森林
の決定

① 調査対象林班決定

② ①の調査対象地選定【森林簿、登記簿、課税台帳活用】

③ ②の管理者把握【GIS・住宅地図】

④ ③で把握できなかった管理者の探索【住民基本台帳】

⑤ 意向調査・現地調査業務の外部委託

地元説明会の開催

① ドローン空撮によるオルソ写真の作成

② 調査対象地の現況把握

③ 地元説明会の実施

意向調査の実施

① アンケート調査書送付

② 調査書回収，集約化状況分析

③ アンケート調査書不達者、未回答者の精査

④ アンケート調査書の再発送・回収、とりまとめ

⑤ 現地林況調査 (資源量，生育状況，崩壊地の有無等)

⑥ 委託実績報告書の検収
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３ 取組の流れ（集積計画～実施権設定）   
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2
年
目

集積計画対象者
の決定

① 未回答者等への意向再確認及び集積計画作成検討会の開催

② 市へ管理委託希望者の所有権情報確認
（既回答者＋①）

③ 管理委託希望地とりまとめ（①＋②）

④ ③について所有権等市が受託出来る権限の可否判断

集積計画の作成
及び公示

① 集積計画(案)作成 ⇒ 集積計画作成業務を外部委託

② 集積計画(案)について，所有者へ詳細説明，土地権限確認

③ 集積しない箇所については，理由を整理し所有者へ通知

④ 集積計画へ所有者押印。⇒農林事務所受理⇒計画作成

⑤ 集積計画の公示 ⇒（市経営管理権発生）

3
年
目

配分計画の策定
および公示

① 企画提案募集（１ヶ月程度）

② 企画提案審査

③ 配分計画策定・公示（事業体経営管理実施権発生）
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３ 取組の流れ（市町村管理事業）   
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4
年
目

境界明確化・
現況調査事業 ① 境界明確化・現地林分調査の外部委託（一部直営実施）

市管理事業の執
行

① 実施設計書の作成

② 条件付き一般競争入札（県公表の民間事業者）

③ 事業実施、検査

④ 森林保険の契約

以
降

巡視 ① 車道等からの概況確認

臨時巡視 ② 災害時の詳細確認
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４ 取組のポイント
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①意向調査
 意向調査対象者名簿の作成
森林簿、登記簿及び課税台帳をもとに作成し、森林所

有者の登記住所を住宅地図で確認後、異なる場合は、住
民台帳や戸籍を確認する。
 対象森林選定
ドローンで対象森林の写真を撮り、未立木地や広葉樹

林、竹林化している箇所は対象から削除する。
 意向調査の説明会
意向調査の文書発送後、各地域で説明会を実施し、制度

趣旨等の丁寧な説明による理解向上を図っているほか、説
明会終了後、参加者への聞き取りにより、宛先不明の所有
者情報を収集する。
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４ 取組のポイント

○意向調査時の所有者探索
・所有者住所が鹿児島市内の場合
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登記簿等記載の住所をGISや住宅地図で探索

所有者と
同じ氏名

そのまま
意向調査票
を送付

名字のみ
一致

氏名を名字のみ
にして

意向調査票を
送付

①意向調査

GISや住宅地図に
名前や住宅が出てこない

住民基本台帳で探索

生存 死亡
住民基本台帳の
住所に意向調査票

を送付

氏名と本籍で
市民課に戸籍提供依頼
※配偶者、子供等に
意向調査票を送付
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○意向調査時の所有者探索
・所有者住所が鹿児島市外の場合
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市町村のホームページで、住民票、戸籍の提供依頼注意事項を確認し送付

本籍が鹿児島市

市民課に
戸籍提供依頼

相続者や現住所を
確認できる

本籍のある市町村に
戸籍提供依頼

本籍が鹿児島市外 本籍がわからない

不明のまま
調査終了

意向調査票の送付

住民票
本人

４ 取組のポイント

①意向調査
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４ 取組のポイント
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②集積計画作成
 集積計画作成に向けた検討会を開催し、林業事業体に森林所
有者の意向及び現地調査の結果を説明し、実施権設定希望の
有無を調査する。

 意向調査、現地調査、林業事業体の実施権設定の希望の有無
を参考に、集積計画を作成する。

 集積計画の施業内容は間伐とし、主伐は対象としない。主伐
対象の森林は林業事業体へあっせんを検討する。

 意向調査での「市への委託希望者」に加え、「林業事業体に
委託したい者」も現地調査結果を踏まえ、個別訪問等で督励
し、集積計画に取り込むよう努めている。
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４ 取組のポイント

②集積計画作成（検討会）

 集積計画を作成する前に、林業事業体と情報を共有し
意見をもらうことで、集積するかしないかの判断材料
となる。

 林業事業体が主伐を希望する場合は、集積計画を作成
せずに、あっせんを行うことができる。

 林業事業体の実施権設定の希望の有無を確認すること
で、提案依頼をするかしないかの判断材料となる。

 のちに市森林経営管理事業を発注する際に、林業事業
体が事前に情報をもっているので、入札金額を決定す
る参考になる。

集積計画作成に向けた検討会を開催するメリット



Kagoshima City 15

４ 取組のポイント

②集積計画作成（検討会）
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４ 取組のポイント

②集積計画作成（検討会）
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４ 取組のポイント

②集積計画作成（検討会）
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４ 取組のポイント

③市森林経営管理事業による森林整備

市森林経営管理事業

森林整備に向けた
現地調査

森林整備設計書作成

林業事業体へ
提案依頼・現地説明会

集積計画作成

検討会で再委託希望あり 検討会で再委託希望なし

林業事業体
搬出間伐

配分計画作成

森林整備

林業事業体への再委託 市森林経営管理事業

森林経営計画に編入森林経営計画に編入
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林業事業体への再委託に適さなかった森林については、
市森林経営管理事業による保育間伐等の整備を行い、集
積計画期間終了後に林業経営に適する森林へ育成する。

＜森林経営管理制度の実績＞

４ 取組のポイント

③市森林経営管理事業による森林整備

林業経営に適さない森林を稼げる森林にするために

市管理事業 配分計画

約934ha
(6,257筆)

約112ha
(688筆)

約106ha
(651筆)

約6ha
(37筆)

約18ha
(128筆)

意向調査 集積計画 森林整備
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４ 取組のポイント
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③市森林経営管理事業による森林整備
 長期間森林整備が行われておらず、森林ごとに状況が
異なるため、「選木」「雑木竹除去」「伐倒」「玉伐
り」「集積整理」「侵入竹除去」「つる切り」「風倒
木処理」など様々な歩掛を定め、一筆ごとに現場条件
に応じた設計を行い、森林整備を林業事業体に委託す
る。

 計画的に森林整備を発注することで、林業事業体の担い
手の確保育成を図るとともに、整備後の森林については、
林業事業体の森林経営計画への編入を目指す。
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市森林経営管理事業前

森林整備前の状況

４ 取組のポイント

③市森林経営管理事業による森林整備



Kagoshima City

歩掛例①

４ 取組のポイント

③市森林経営管理事業による森林整備
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歩掛例②

４ 取組のポイント

③市森林経営管理事業による森林整備
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市森林経営管理事業作業状況

４ 取組のポイント

③市森林経営管理事業による森林整備
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市森林経営管理事業前

市森林経営管理事業後

４ 取組のポイント

③市森林経営管理事業による森林整備
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市森林経営管理事業前

市森林経営管理事業後

４ 取組のポイント

③市森林経営管理事業による森林整備
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ご清聴ありがとうございました。
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森林環境譲与税を活用した事業
「森からのおくりもの事業」
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